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令和８年度横浜市交通安全対策会議 会議録 

日 時 令和８年６月 23日（火）午後２時～午後２時 45分 

開 催 場 所 市庁舎 18階共用会議室みなと４・５ 

出 席 者 吉﨑雄一委員、矢野紘一委員、木村大介委員、本多由紀子委員、栗本高史委員、佐々

木功喜委員、中屋敷慧委員 

（石川教育次長：下田委員代理）、（瀬戸専任主幹：瀬尾委員代理） 

欠 席 者 山中竹春会長、瀬尾一幸委員、下田康晴委員、五反田佐千子委員、鈴木美緒委員 

開 催 形 態 公開（傍聴者０人、オンライン傍聴者なし） 

議 題 １ 令和８年度 横浜市交通安全実施計画（案）について 

２ その他 

(1) 横浜市の交通安全に関する主な取組について 

(2) 各委員からの情報提供 

議 事 会議冒頭、山中会長からのメッセージの紹介と代読があった。 

 

１ 令和８年度横浜市交通安全実施計画（案）及び 

２ その他(1) 横浜市の交通安全に関する主な取組について 

 

（事務局） 

令和８年度横浜市交通安全実施計画（案）及び横浜市の交通安全に関する主な取組

について説明。 

 

（栗本議長） 

・議題１令和８年度横浜市交通安全実施計画（案）及び議題２その他(1)横浜市の

交通安全に関する主な取組について、意見・質問はあるか。 

 

（本多委員） 

・資料にもあったが、子どもの安全対策においてソフト・ハード両面での活動が極

めて重要であると感じている。 

・西区では地域の見守り活動が従来から継続的に行われており、また、地域と保護

者を含む区民、そして企業が連携した活動もある。企業と連携した取組では、ММ

21 地区に立地するいすゞ自動車様に親子交通安全教室を連携して実施していただ

いた。 

・西区内では電動キックボードの利用が多いため、区としても広報よこはまに掲載

するなど周知に取り組んでいる。特定小型原動機付自転車は新しい乗り物として利

便性が非常に高い一方で、交通ルールやマナーがまだ十分に知れ渡っていないよう

に感じ、乗る方と周囲の方の双方が快適に利用できる環境を作っていきたいと考え

ている。 
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（中屋敷委員） 

・こども・安全安心マップについて、私自身は今回初めて知ったが、とても良い取

組だと感じた。ぜひ、まだ活用されていない市内の小中学校をはじめ様々な場所で

活用されると良い。 

・私が住んでいる地域の学校でも、より一層このマップを使って、今後、子どもた

ちの見守りに活用していきたい。 

 

（佐々木委員） 

・いち早く現場に到着し活動を行うことが救命において重要で、本市が重点的に取

り組むべき目標としても、緊急度が高い傷病者に対する救急車等の現場到着平均時

間を６分台に維持する目標を掲げており、今年度、救急隊を２隊増隊し、救急体制

の強化を図る予定。 

・「Live119」という、119 番通報を受信した際に、消防司令センターから現場の状

況をリアルタイムで映像により確認できるシステムを導入しています。これによ

り、必要に応じて部隊の即時追加や医師の現場派遣など、より迅速な対応が可能と

なる。 

・交通事故事案も含め、市民の皆様の安心と安全をお守りするため、技術の向上と

体制の確保を図る。 

 

（栗本議長） 

・その他、意見はないか。 

・令和８年度交通安全実施計画を案のとおり策定することでよろしいか。 

（異議なし） 

 

２ その他(2) 各委員からの情報提供 

（石川教育次長：下田委員代理） 

・交通安全推進校と安全教育推進校における学校の取組紹介について情報提供 

 

（栗本議長） 

・原小学校の公開授業を見学したが、５年生が低学年の子どもたちに対して、「ど

うしたら事故を防げるか、どうしたらそれを分かりやすく伝えられるか」を真剣に

考えていたことが印象的だった。こうした取組が浸透していくことで、交通事故死

ゼロを目指せるのではないかと感じた。 

 

（木村委員） 

・横浜市内の交通事故情勢等について情報提供 

・自転車への交通反則通告制度の適用について情報提供 
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・生活道路の法定速度引き下げについて情報提供 

（瀬戸専任主幹：瀬尾委員代理） 

・青切符の適用が高校生世代から対象になっているが、学校からの問い合わせも多

くあり、国の通知も含め保健体育課から各学校へ周知した。 

・令和８年３月に、神奈川県警察交通総務課と交通指導課の協力を得て、県立学校

の先生方を対象に、自転車の反則通告制度に関するオンライン説明会を実施した。 

・県立学校では自転車通学が非常に多く、ヘルメット着用についての周知や啓発も

継続して実施している。 

 

（栗本議長） 

・高校生世代の青切符やヘルメット着用が課題になっており、学校で教育や周知を

行うことは大変効果がある。引き続き連携して周知を進めていきたい。 

 

（木村委員） 

・今年５月にヘルメット着用に関する調査を実施したが、着用率はまだ 1割程度と

いう状況。 

・学校教育の中で、例えば通学の条件にするなど、何かできないかと考えている。

自転車に乗る時はヘルメットをかぶるということが、車に乗ったらシートベルトを

するのと同じように当たり前になるよう、皆様にもご協力いただきたい。 

 

（矢野委員） 

・神奈川県では 4月 24日に神奈川県交通安全対策会議を開催し、第 12次神奈川県

交通安全計画を策定した。県のホームページに公開しているのでご覧いただきた

い。 

 

（栗本議長） 

・ほかに御発言ないようなので、本日の議事はここまでとする。 

 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 

 (1) 次第、委員名簿、横浜市交通安全対策会議条例 

  (2) 【資料１】横浜市交通安全計画等の構成について 

  (3) 【資料２】令和８年度横浜市交通安全実施計画（案） 

  (4) 【資料３】横浜市の交通安全に関する主な取組 

  (5) 【資料４】情報提供資料（横浜市教育委員会事務局） 

(6) 【資料５】情報提供資料（神奈川県警察） 

２ 特記事項 

  特になし 

 


